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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月17日(2014.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　ところで、照明光量が高く、また、寿命が長い等の利点により、照明装置の光源として
公知の高輝度ＬＥＤを用いることが考えられる。この高輝度ＬＥＤを光源とした照明装置
は、高い照明光量を維持するために、一例として複数のＬＥＤ（発光素子）が蛍光体の混
合された樹脂にて封止された構造となっている。しかし、当初に設定された初期光量で発
光している状態から、その設定光量を目標光量に切り換えた場合、前記蛍光体の存在、及
び先に述べた構造等に起因して、実際の照明光量が前記目標光量になるまでに比較的長い
時間を要してしまう（例えば、２０分程度かかる場合がある）。このため、被検査体の品
種変更に伴って照明光量を変更する必要がある場合、適正な照明光量になるまでに時間が
かかってしまって、品種切り換え後の検査が遅れてしまう。一方、適正な照明光量に達す
る前に検査を開始しては、精度の良い検査が難しい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、高輝度ＬＥＤ等の光源を用いた照
明装置のように、設定光量を目標光量に切り換えたときに照明光量が前記目標光量に達す
るまでに要する時間が比較的長い（即ち、設定光量の切り換えに対する応答性の悪い）照
明装置を用いて、該照明装置の照明光量が目標光量に達する前に検査を開始しても、従来
に比べて精度の良い検査を行うことができる検査装置及び検査方法を提供するものである
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明によれば、照明装置の設定光量が初期光量から目標光量に切り換えられた際に、
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前記照明装置からの照明光量の前記初期光量から前記目標光量までの時間的変化に従って
変化する処理情報を用いて検査処理がなされるので、高輝度ＬＥＤ等を光源とした照明装
置のように設定光量が初期光量から目標光量に切り換えたときに照明光量が前記目標光量
に達するまでに要する時間が比較的長い（即ち、設定光量の切り換えに対する応答性が悪
い）照明装置を用いて、該照明装置の照明光量が目標光量に達する前に検査を開始しても
、従来に比べて精度の良い検査を行うことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　図１Ａ及び図１Ｂにおいて、このセンサパネルアッセンブリ１０は、センサ素子やグリ
ッド等の回路部品が配列形成されたセンサパネル１１と、カバーガラス１２とが、当該セ
ンサパネル１１の全面に塗布された透光性を有する接着剤１３（レジン）によって貼り合
わされた構造である。センサパネル１１は、ガラス基板上に回路部品が形成された構造で
あり、全体的に透光性を有する透光領域（ただし、回路部品の部分は不透光）となってい
る。また、カバーガラス１２は、周辺部が所定の幅の不透光領域１２ｂ（黒色領域）とな
っており、その内側の領域が透光性を有する透光領域１２ａとなっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　図２において、この検査装置は、撮影ユニットを構成するラインセンサカメラ４１、照
明装置３０、反射板４２、及び移動機構５０を有している。移動機構５０は、センサパネ
ル１１を上方に向け、かつ、カバーガラス１２を下方に向けた状態で移動経路上にセット
されたセンサパネルアッセンブリ１０を所定の速度にて直線移動させる。ラインセンサカ
メラ４１は、例えばＣＣＤ素子列にて構成されたラインセンサ及びレンズ群（視野を広げ
るための引き延ばしレンズを含み得る）等の光学系を含み、移動経路上のセンサパネルア
ッセンブリ１０のセンサパネル１１に対向するように固定配置されている。そして、ライ
ンセンサカメラ４１の姿勢が、このラインセンサカメラ４１が有するラインセンサ（ＣＣ
Ｄ素子列）の延びる方向がセンサパネルアッセンブリ１０の移動方向Ａを横切り（例えば
、移動方向Ａと直交し）、かつ、その光軸ＡＯＰＴ１がセンサパネルアッセンブリ１０（
センサパネル１１）の表面に直交するように調整されている。反射板４２は、入射光を乱
反射するように加工された反射面を有しており、移動経路上のセンサパネルアッセンブリ
１０の近傍で、その反射面がセンサパネルアッセンブリ１０のカバーガラス１２に対向す
るように固定配置されている。このように配置された反射板４２での反射光により、セン
サパネルアッセンブリ１０のカバーガラス１２側からラインセンサカメラ４１に向けて照
明がなされるようになる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　例えば、図５Ａに示すように、設定光量を初期光量Ｉintからそれより低い目標光量Ｉt
gtに切り換えると、実際の照明光量Ｉは切り換えられた時からの経過時間に応じて、特性
ＱＤＷＮに従って徐々に低下して目標光量Ｉtgtに達する（例えば、２０分の時間をかけ
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て）。照明光量が目標光量Ｉtgtに達する前（例えば、前記切り換え時ｔｏから時間（ｔ
ｘ－ｔｏ）が経過した後）の照明光量Ｉｘで照明がなされる状況では、目標光量Ｉtgtよ
りも多い照明光量が照明されているので、得られる検査画像データで表される画像は、検
査処理に適正な画像より明るい。一方、図５Ｂに示すように、設定光量を初期光量Ｉint
からそれより高い目標光量Ｉtgtに切り換えると、実際の照明光量Ｉが、切り換えられた
時からの経過時間に応じて特性ＱＵＰに従って徐々に増加して目標光量Ｉtgtに達する。
照明光量が目標光量Ｉtgtに達する前（例えば、前記切り換え時ｔｏから時間（ｔｘ－ｔ
ｏ）が経過した後）の照明光量Ｉｘで照明がなされる状況では、目標光量Ｉtgtよりも少
ない照明光量が照明されるので、得られる検査画像データで表される画像は、検査処理に
適正な画像より暗い。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　図７において、被検査体としてのセンサパネルアッセンブリ１０の品種が変更されたか
否かが判定されており（Ｓ２１）、品種の変更がなければ（Ｓ２１でＮＯ）、いままでの
レシピを用いた検査処理が継続してなされる。一方、被検査体としてのセンサパネルアッ
センブリ１０の品種が変更されると（Ｓ２１でＹＥＳ）、今まで使用していたレシピが変
更後のセンサパネルアッセンブリ１０の検査に適したレシピに変更される（Ｓ２２）。な
お、このレシピは所定の照明光量（目標光量Ｉtgt）での環境下で適したものとなってい
る。更に、新たな品種についての検査に際して、設定光量の切り換え（調光制御）が必要
であるか否かが判定される（Ｓ２３）。特に設定光量を切り換える必要がなければ（Ｓ２
３でＮＯ）、その新たな品種のセンサパネルアッセンブリ１０の検査が新たなレシピを用
いて継続的になされる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　更に、設定光量が切り換えられた時からの経過時間が第２時間ｔ２を越えると（Ｓ２８
でＮＯ）、照明装置３０の照明光量が目標光量Ｉtgtに達したとして、センサパネルアッ
センブリ１０の画像に対して本来のレシピ（目標光量Ｉtgtの環境下で適したレシピ）を
用いて検査処理がなされる（Ｓ３０）。以後、当該品種については、本来のレシピを用い
て検査処理が継続してなされる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　なお、上述した本発明の実施の形態では、図６に示す手順に従って補正情報ファイルを
作成し、その補正情報ファイルを用いて補正レシピを作成する処理（図７参照）が、本願
発明における、設定光量が初期光量から目標光量に切り換えられる際の、前記照明装置か
らの照明光量の前記初期光量から前記目標光量までの時間的変化に伴って変化する前記検
査処理に用いられる処理情報を定める処理情報決定手段（処理情報決定ステップ）に対応
している。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　なお、上述した補正情報としては、種々の基準（閾値など含む）を表すレシピの項目の
中で、照明光量の変動によって基準が変わってしまう項目等が挙げられる。例えば、被検
査体の画像情報に基づき欠陥として検出された気泡の径を、１０μｍ以下、１１μｍ～２
０μｍ、２１μｍ～３０μｍに分類してそれぞれの個数を検査する検査装置を考える。こ
の場合、適正な光量下においては、検出された全気泡が検出された径そのものによって分
類される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　上述した検査装置では、検査処理に用いられるレシピ（画像検査基準）を、照明光量の
前記初期光量から前記目標光量までの時間変化に伴って変化する処理情報としたが、これ
に限定されない。例えば、被検査体であるセンサパネルアッセンブリ１０の画像を表す画
像データの各画素値に対する補正係数を、照明光量の前記初期光量から前記目標光量まで
の時間変化に伴って変化する処理情報とすることができる。この場合、図６に示す処理に
おいて、補正情報Ｆに代えて、画像データの各画素値に対する補正係数が作成される（定
められる）。一般的な傾向として、照明光量Ｉｘが目標光量Ｉtgtより低い状況（例えば
、図５Ｂ参照）では、画像データの各画素値の輝度が高くなるように、また、照明光量Ｉ
ｘが目標光量Ｉtgtより高い状況（例えば、図５Ａ参照）では、画像データの各画素の画
素値の輝度が低くなるように、それぞれ補正係数が決められる。そして、実際の運用では
、照明光量が目標光量Ｉtgtに達するまでの間、得られる画像データの各画素値の輝度が
前記補正係数を用いて補正され（定められ）、その補正にて得られた補正画像データにて
表されるセンサパネルアッセンブリ１０の画像に対する検査処理が本来のレシピ（目標光
量Ｉtgtの環境下で定められたレシピ）を用いてなされる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　また、例えば、検査体であるセンサパネルアッセンブリ１０を撮影するラインセンサカ
メラ４１から出力される画像信号のゲイン情報を、照明光量の前記初期光量から前記目標
光量までの時間変化に伴って変化する処理情報とすることができる。この場合、図６に示
す処理において、補正情報Ｆに代えて、レベル調整回路６３に設定されるゲイン情報が作
成される（定められる）。一般的な傾向として、照明光量Ｉｘが目標光量Ｉtgtより低い
状況（例えば、図５Ｂ参照）では、処理ユニット６０に供給される画像信号のレベルが高
くなるように、また、照明光量Ｉｘが目標光量Ｉtgtより高い状況（例えば、図５Ａ参照
）では、処理ユニット６０に供給される画像信号レベルが低くなるように、それぞれゲイ
ン情報が決められる。そして、実際の運用では、照明光量が目標光量Ｉtgtに達するまで
の間、ラインセンサカメラ４１から出力される画像信号のレベルがレベル調整回路６３に
設定されたゲイン情報によって調整され、そのレベル調整された画像信号が処理ユニット
６０に供給される。その後、処理ユニット６０では、そのレベル調整された画像信号に基
づいて画像データを得て、当該画像データにて表されるセンサパネルアッセンブリ１０の
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画像に対する検査処理が本来のレシピを用いてなされる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　上述したように画像データや画像信号を補正や調整する場合も、レシピを補正する場合
と同様に、照明装置３０の設定光量が初期光量Ｉintから目標光量Ｉtgtに切り換えたとき
に照明装置３０の照明光量が前記目標光量Ｉtgtに達するまでに要する時間が比較的長い
高輝度ＬＥＤユニット３１１を含む照明装置３０を用い、照明装置３０の照明光量が目標
光量に達する前に検査を開始しても、従来に比べて精度の高い検査を行うことができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　１０　センサパネルアッセンブリ（被検査体）
　１１　センサパネル
　１２　カバーガラス
　１３、１５　接着剤
　２０　液晶パネルアッセンブリ
　３０　照明装置
　３１　光源装置
　３２　照明ヘッド
　３３　ライトガイド
　３４　集光器
　４１　ラインセンサカメラ
　４２　反射板（拡散板）
　４３　透過専用照明装置
　５０　移動機構
　６０　処理ユニット
　６１　表示ユニット
　６２　操作ユニット
　６３　レベル調整回路
　３１１　高輝度ＬＥＤユニット
　３１２　導光ミラー
　３１３　電源ユニット
　３１４　冷却ファン
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